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マウスの味覚能一味覚の相互作用について（2）-

　　神戸女子短大　　　山口　健二

食　　物

　目的　マウスは五原味をよく感知し、中でも甘味に最も嗜好性が強く、塩味、旨味に対しても明ら

　ｰかに嗜好性を示したことを4 4回家政学会で発表した。次いで味覚の相互作用について実験し､甘みと

塩味、旨味と旨味の組み合わせの結果を1 4回関西支部会で発表した。今回はそれに統いて甘みと苦味、

旨味と苦味の組み合わせの結果を発表する。

　方法　動物は成熟D S系雌マウスを８匹１群として実験した。①薦糖の], 2.5, 5，m単独群と

　一各濃度にカフェインを0.005Xと、0.025X添加の3群を設けた。②グルタミン酸ナトリウムの0.5, 1,

2.5, 5, m単独群と、各濃度にカフェインを0.005Xと、0.025!<添加の3群を設けた。検液は200*1給水

瓶にいれて自由摂取とし、毎日一定時間に7 日間、検液の摂取量と摂餌量を測った。

　結果　蘆糖の2.5X群より摂取量は増加し、lOX群では水対照群の約.5倍であった。それにカフェイ

　ーンをo.oo5%添加することによって、各濃度群とも摂取量は更に増加したが、lOX群では増加は抑制され

た。カアエインo.O25%添加によ｡つては、薦糖IX投与群においてのみ摂取量の増加がみられたが、2.5X

以上の群においては増加は全くみられなかった。②グルタミン酸ナトリウム群では濃度を上げるにつれ

て、摂取量は増加し、10%群では対照群の1.7倍であった。それにカフェインを0.005X添加することによっ

て、摂取量は各濃度群とも増加したが、lOX群では抑制された。カフェインの0.025X添加ではどの濃度

群においても摂取量はむしろ減退した。

　実験は大阪府立成人病センターで、材料はモリタ食研より。記して謝意を表す。

I Ka- 2 内分泌腺とくに生殖腺機能に及ぼす亜鉛不足の影響

　　　　岩手大教育　　Ｏ赤潭典子　　東北大農　　川村美笑子

　目的　　亜鉛等の微量元素は成人病の予防や健康増進に大きな役割を果している事が明

らかにされつつある。特に亜鉛は生殖腺機能との関係でも注目されている。そこで本研究

は摂取する亜鉛の不足が内分泌機能、とくに下垂体・性腺系の機能にどのううな影響を及

ぽのかについて検討し、現代の食生活の留意点として亜鉛摂取の必要性を明らかにするこ

とを目的とした。

　方法　　実験動物を亜鉛投与群（自由食群）、亜鉛投与群（‘制限食群）、亜鉛不足群と

７週間飼育した。亜鉛の欠乏状態を明らかにするため血中と精巣の亜鉛量を原子吸光法で

測定した。下垂体・性腺系のホルモン分泌状態を検討するため、血中の性腺刺激ホルモン

（F S H . L H ）と性ホルモン（テストステロン）の測定をラジオイムノアッセイ法で行

った。また精巣の組織について組織学的に検討した。

結果　　体重発育は、亜鉛不足群では２週目頃から発育の遅れがみられ、７週目では亜

鉛投与群に比べ体重増加は有意にすくなく亜鉛不足の影響が認められた。また、精巣の亜

鉛量の減少は著しかった。精巣は組織学的にみて精細管の萎縮など機能の退行的変化が観

察された。血中の性腺刺m.ホルモン（F S H , L H ）量は亜鉛不足群で増加するが、性ホ

ルモン（テストステロン）量減少した。このようなホルモンの変動は老齢化した動物のホ

ルモンの変動と類似していることが伺える。
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